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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第92期
第２四半期
連結累計期間

第93期
第２四半期
連結累計期間

第92期

会計期間
自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日

自  平成23年12月１日
至  平成24年５月31日

自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日

売上高 (千円) 5,572,976 5,727,087 10,729,888

経常利益 (千円) 54,843 88,239 85,414

四半期(当期)純利益 (千円) 78,012 73,338 108,432

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 60,935 98,504 38,473

純資産額 (千円) 3,511,028 3,575,249 3,476,757

総資産額 (千円) 9,623,575 10,416,584 10,457,408

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 4.58 4.30 6.36

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 36.3 34.2 33.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 253,909 331,091 △155,686

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 78,638 △106,109 46,336

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 485,995 △226,999 596,359

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,438,721 1,104,863 1,106,881

　

回次
第92期

第２四半期
連結会計期間

第93期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日

自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.47 3.02

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第92期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州発の債務問題による金融市場の不安定化、長引

く円高基調、さらには旺盛な輸出需要を支えていた新興国の成長が鈍化するなど、先行き不透明な状況が

続きました。　

このような経済環境のもと、当社グループはオフィスのＩＣＴ化によるオフィス環境整備需要への対

応、病院等ヘルスケア施設や高齢者関連施設等の市場開拓に積極的に取り組んでまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5,727百万円（前年同四半期比2.8％増）となりまし

た。

損益面につきましては、内作製品の受注拡大による原価率の低減効果もあり、営業利益は122百万円

（前年同四半期比29.7％増）、経常利益は88百万円（前年同四半期比60.9％増）、四半期純利益は73百万

円（前年同四半期比6.0％減）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（家具関連）　

オフィス家具市場は、首都圏を中心とした大型移転案件の受注、首都圏・関西地区における金融機関の

店舗その他施設の移転・統合案件の取り込み、教育・研究施設市場等への積極的な営業展開等に努力し

ましたが、売上高は前年同期を下回りました。

　学習家具につきましては、主力販売チャネルである家具専門店が早々に在庫圧縮、店頭展示品処分販売

に転ずるなど苦戦を強いられましたが、デザイン、機能面で差別化された商品シリーズの開発・投入によ

り販売に努力いたしました結果、売上高は前年同期を上回りました。

　その結果、家具関連の売上高は3,644百万円（前年同四半期比4.0％減）、営業利益は209百万円（前年同

四半期比22.4％増）となりました。

（建築付帯設備機器）　

当社の主力商品である懸垂式引戸「アキュドアユニット」の新バリエーションであるＢＮＲ型による

快適な病院環境創りの提案が高い評価を受け、また、全国的な医療福祉案件の増加に伴い大幅な売上増と

なりました。さらに病院向けのコンソールユニット「メディウォード・ユニット」につきましても基幹

病院での評価も高く受注・売上も順調に推移し、売上高は前年同期を上回りました。

　前年同期には、ＯＥＭ生産の主力商品であるクリーン機器が東日本大震災の影響を大きく受けました

が、今期はようやく復興の兆しが見え始め受注が回復傾向にあります。顧客ニーズに対応した新規仕様に

よる病院向け空調機への積極的な取り組みを行いましたが、売上高は前年同期を下回りました。

　その結果、建築付帯設備機器の売上高は2,082百万円（前年同四半期比17.2％増）、営業利益は37百万円

（前年同四半期比3.1％増）となりました。
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（２）財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は10,416百万円となり、前連結会計年度末に比べて40百万円減

少いたしました。この主な要因はたな卸資産が60百万円増加し、受取手形及び売掛金が126百万円減少し

たこと等によるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債は6,841百万円となり、前連結会計年度末に比べて139百万円減少

いたしました。この主な要因はリース債務が87百万円増加し、長短借入金が203百万円減少したこと等に

よるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産は3,575百万円となり、前連結会計年度末に比べて98百万円増加

いたしました。この主な要因は利益剰余金が73百万円、土地再評価差額金が55百万円増加し、その他有価

証券評価差額金が32百万円減少したこと等によるものであります。

　

（３）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動に

よる資金の増加331百万円、投資活動による資金の減少106百万円、財務活動による資金の減少226百万円

となったこと等により、前連結会計年度末に比べ、2百万円減少し1,104百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益87百万円、減価償却費108百万円、売

上債権の減少額215百万円等による資金増加要因とたな卸資産の増加額60百万円等による資金減少要因

の結果、331百万円の資金増加（前年同四半期は253百万円の増加）となりました。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出73百万円、投資有価証券の取得

による支出40百万円等による資金減少要因の結果、106百万円の資金減少（前年同四半期は78百万円の増

加）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れによる収入（純額）41百万円による資金増加要因

と長期借入金の返済による支出（純額）245百万円等による資金減少要因の結果、226百万円の資金減少

（前年同四半期は485百万円の増加）となりました。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、30百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 55,000,000

計 55,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年５月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年７月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,571,139 18,571,139
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株
であります。

計 18,571,139 18,571,139― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年５月31日 ― 18,571,139 ― 2,998,456 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

神足泰弘 兵庫県芦屋市 1,503 8.09

くろがね生産持株会 大阪市西区新町１丁目４番26号 856 4.61

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 800 4.30

第一生命保険株式会社
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町１丁目13番１号
（東京都中央区晴海１丁目８番12号）

740 3.98

住友生命保険相互会社
（常任代理人　日本トラスティ・
サービス信託銀行株式会社）

東京都中央区築地７丁目18番24号
（東京都中央区晴海１丁目８番11号）

634 3.41

ＢＭＳ株式会社 東京都千代田区神田小川町２丁目５ 629 3.38

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 619 3.33

エイ・シイ工業株式会社 大阪府寝屋川市石津元町10番12号 548 2.95

神足尚孝 兵庫県芦屋市 530 2.85

くろがね従業員持株会 大阪市西区新町１丁目４番26号 480 2.58

計 ― 7,341 39.53

(注)  当社は、自己株式1,529千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合8.23%）を保有しておりますが、上記の

大株主から除いております。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

1,529,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

16,970,000
16,970 ―

単元未満株式
普通株式

72,139
― ―

発行済株式総数 18,571,139― ―

総株主の議決権 ― 16,970 ―
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② 【自己株式等】

　 　 平成24年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社くろがね工作所

大阪市西区新町１丁目４
番26号

1,529,000 ― 1,529,0008.23

計 ― 1,529,000 ― 1,529,0008.23

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年３月１日

から平成24年５月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年12月１日から平成24年５月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人グラヴィタスにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,121,881 1,119,863

受取手形及び売掛金 ※
 2,051,422

※
 1,925,185

商品及び製品 593,210 571,725

仕掛品 889,460 957,464

原材料及び貯蔵品 236,744 250,360

その他 124,152 66,332

貸倒引当金 △6,574 △6,048

流動資産合計 5,010,298 4,884,883

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,896,881 1,859,884

土地 2,375,281 2,375,281

その他（純額） 151,682 246,341

有形固定資産合計 4,423,846 4,481,507

無形固定資産 31,656 50,577

投資その他の資産

投資有価証券 867,424 871,050

その他 176,374 170,834

貸倒引当金 △52,191 △42,268

投資その他の資産合計 991,607 999,616

固定資産合計 5,447,110 5,531,700

資産合計 10,457,408 10,416,584

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,000,354 2,025,682

短期借入金 1,533,380 1,574,834

1年内返済予定の長期借入金 688,873 633,769

未払法人税等 29,060 18,807

受注工事損失引当金 10,123 －

その他 632,937 703,103

流動負債合計 4,894,730 4,956,197

固定負債

長期借入金 1,092,901 902,764

退職給付引当金 255,912 283,789

役員退職慰労引当金 10,438 10,438

再評価に係る繰延税金負債 467,425 411,890

製品自主回収関連損失引当金 2,222 2,222

リース債務 75,903 139,847

その他 181,117 134,186

固定負債合計 2,085,920 1,885,136

負債合計 6,980,650 6,841,334
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,998,456 2,998,456

利益剰余金 △3,612 69,726

自己株式 △157,132 △157,145

株主資本合計 2,837,711 2,911,037

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △34,769 △67,217

繰延ヘッジ損益 344 △839

土地再評価差額金 658,941 714,477

その他の包括利益累計額合計 624,516 646,419

少数株主持分 14,529 17,792

純資産合計 3,476,757 3,575,249

負債純資産合計 10,457,408 10,416,584
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年５月31日)

売上高 5,572,976 5,727,087

売上原価 4,505,490 4,562,234

売上総利益 1,067,485 1,164,853

販売費及び一般管理費 ※
 973,097

※
 1,042,468

営業利益 94,388 122,385

営業外収益

受取利息 28 30

受取配当金 5,993 5,059

持分法による投資利益 2,151 447

仕入割引 7,210 9,131

その他 1,552 5,825

営業外収益合計 16,934 20,494

営業外費用

支払利息 38,399 40,062

その他 18,080 14,577

営業外費用合計 56,480 54,640

経常利益 54,843 88,239

特別利益

固定資産売却益 2,099 －

投資有価証券売却益 45,730 167

特別利益合計 47,830 167

特別損失

固定資産除却損 3,619 998

投資有価証券評価損 － 347

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 9,317 －

特別損失合計 12,937 1,345

税金等調整前四半期純利益 89,736 87,061

法人税、住民税及び事業税 10,471 10,461

法人税等調整額 10 △1

法人税等合計 10,482 10,459

少数株主損益調整前四半期純利益 79,254 76,601

少数株主利益 1,242 3,263

四半期純利益 78,012 73,338
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 79,254 76,601

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17,848 △32,558

繰延ヘッジ損益 △470 △1,184

土地再評価差額金 － 55,535

持分法適用会社に対する持分相当額 － 109

その他の包括利益合計 △18,318 21,902

四半期包括利益 60,935 98,504

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 59,693 95,241

少数株主に係る四半期包括利益 1,242 3,263
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 89,736 87,061

減価償却費 103,907 108,452

固定資産売却損益（△は益） △2,099 －

有形固定資産除却損 3,619 998

投資有価証券売却損益（△は益） △45,730 △167

投資有価証券評価損益（△は益） － 347

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,237 △10,449

退職給付引当金の増減額（△は減少） △22,215 5,521

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △26,144 －

受注工事損失引当金の増減額（△は減少） － △10,123

製品自主回収関連損失引当金の増減額（△は減
少）

△14 －

受取利息及び受取配当金 △6,021 △5,090

支払利息 38,399 40,062

為替差損益（△は益） 1 0

持分法による投資損益（△は益） △2,151 △447

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 9,317 －

売上債権の増減額（△は増加） 132,989 215,966

たな卸資産の増減額（△は増加） 329,758 △60,322

仕入債務の増減額（△は減少） △312,429 24,917

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,238 △24,522

その他の流動資産の増減額（△は増加） 4,013 31,149

その他の流動負債の増減額（△は減少） 23,067 △2,073

その他 △24,953 △14,932

小計 308,525 386,347

利息及び配当金の受取額 6,024 5,090

利息の支払額 △39,400 △39,425

法人税等の支払額 △21,238 △20,922

営業活動によるキャッシュ・フロー 253,909 331,091

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,600 △5,000

定期預金の払戻による収入 5,000 5,000

有形固定資産の取得による支出 △21,282 △73,155

有形固定資産の除却による支出 △336 －

有形固定資産の売却による収入 2,100 －

無形固定資産の取得による支出 △6,225 △6,051

投資有価証券の取得による支出 △3,733 △40,156

投資有価証券の売却による収入 112,608 21,831

貸付けによる支出 △2,289 △1,175

貸付金の回収による収入 2,474 1,225

投資その他の資産の増減額（△は増加） △4,076 △8,627

投資活動によるキャッシュ・フロー 78,638 △106,109
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 4,178,000 2,970,000

短期借入金の返済による支出 △4,002,093 △2,928,546

長期借入れによる収入 679,500 150,000

長期借入金の返済による支出 △354,182 △395,241

自己株式の取得による支出 △23 △12

その他の支出 △15,205 △23,199

財務活動によるキャッシュ・フロー 485,995 △226,999

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 818,542 △2,018

現金及び現金同等物の期首残高 620,178 1,106,881

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,438,721

※
 1,104,863
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年12月１日  至  平成24年５月31日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※  手形割引高及び裏書譲渡高
　

　
前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

受取手形割引高 743,465千円 977,749千円

受取手形裏書譲渡高 326,750 〃 239,129 〃

　

(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。
　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年５月31日)

荷造及び発送費 166,539千円 225,604千円

給料及び手当 394,990 〃 359,237 〃

退職給付費用 19,297 〃 15,827 〃

減価償却費 25,812 〃 25,675 〃

貸倒引当金繰入額 14,877 〃 334 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。
　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年５月31日)

現金及び預金 1,456,122千円 1,119,863千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△17,401 〃 △15,000 〃

現金及び現金同等物 1,438,721千円 1,104,863千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年５月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２家具関連

建築付帯
設備機器

計

　売上高 　 　 　 　 　

　　外部顧客への売上高 3,796,5371,776,4385,572,976 ─ 5,572,976

　　セグメント間の内部
　　売上高または振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 3,796,5371,776,4385,572,976 ─ 5,572,976

　セグメント利益 171,330 36,379 207,709△113,321 94,388

(注) １　セグメント利益の調整額△113,321千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。なお、全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２家具関連

建築付帯
設備機器

計

　売上高 　 　 　 　 　

　　外部顧客への売上高 3,644,2222,082,8655,727,087 ─ 5,727,087

　　セグメント間の内部
　　売上高または振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 3,644,2222,082,8655,727,087 ─ 5,727,087

　セグメント利益 209,784 37,502 247,286△124,901 122,385

(注) １　セグメント利益の調整額△124,901千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。なお、全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 4円58銭 4円30銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 78,012 73,338

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 78,012 73,338

    普通株式の期中平均株式数(株) 17,041,931 17,041,366

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年７月10日

株式会社くろがね工作所

取締役会　御中

　

監査法人グラヴィタス

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　木　田　　　稔　　　印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　藤　本　　良　治　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社くろがね工作所の平成23年12月１日から平成24年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間（平成24年３月１日から平成24年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年12月１日から平
成24年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社くろがね工作所及び連結子会社の平
成24年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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